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令和５年度■府立学校教頭研修■実施要項 

 

１■目的  今日的な教育課題を解決するために、学校経営全般にわたる教頭としての専門的資質の向

上を図る。 

 

２■対象  府立学校の教頭 

 

３■日時等 

回 日時 主題等 講師等 

１ 
５月26日（金） 

14:00～17:00 

社会の動向を踏まえた大阪府の教育について 

－大阪府の教育課題、重点施策－ 

危機管理等喫緊の課題について 

人権教育の推進 

インクルーシブ教育システムの構築 

研修受講履歴の記録と活用について 

〔講義〕  

大阪府教育庁 

教育監 

大阪府教育庁 

職員等 

２
（
選
択
） 

オンデマンド開催 

６月20日（火） 

～ 

７月３日（月） 

Ａ 適切な学校事務と服務管理 

教職員の服務規律 

ハラスメントの防止 

学校財務 

教職員のメンタルヘルス 

〔講義・演習〕  

大阪府教育庁 

職員等 

 

 

臨床心理士等 

10月13日（金） 

14:00～17:00 

Ｂ マネジメント・コミュニケーション 

－教員の意欲を引き出すコミュニケー 

ションスキル－ 

〔講義・演習〕  

株式会社 ビズパワーズ 

代表取締役 柳瀬 智雄 

11月10日（金） 

14:00～17:00 

Ｃ カリキュラム・マネジメント 

－授業改善をすすめるために－ 

〔講義・実践発表〕  

京都大学大学院 

 教育学研究科 

  准教授 石井 英真 

府立学校長等 

10月６日（金） 

14:00～17:00 

Ｄ 働き方改革を実現する経営戦略 

－全体最適をめざして－ 

〔講義・演習〕  

四天王寺大学 

副学長 和田 良彦 

株式会社Goldratt Japan  

ＣＥＯ  岸良 裕司 

９月１日（金） 

14:00～17:00 

Ｅ 学校における危機管理 

－教育法規の観点から－ 

〔講義・演習〕  

長野総合法律事務所 

弁護士 峯本 耕治 
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Ｆ１ 

９月29日（金） 

14:30～17:00 
Ｆ 児童相談所と教育との連携 

－適切な支援のために－ 

〔講義〕  

子ども家庭センター 

職員等 Ｆ２ 

12月１日（金） 

14:30～17:00 

９月15日（金） 

14:00～17:00 

Ｇ 様々な課題を抱える子どもの実態 

   －ＳＳＷの取組みから－ 

〔講義・演習〕  

大阪府立学校 

 ＳＳＷ・スーパーバイザー 

  福井 弥生 

８月３日（木） 

14:00～17:00 

Ｈ 新しい時代に求められる教員の資質・能

力の育成について 

－日本に生きる多様な子どもたちのた

めに－ 

〔講義・演習〕  

大阪教育大学大学院  

 連合教職実践研究科 

特任教授 田中 滿公子 

※太字の時間帯は、通常の時間帯と異なるので注意してください。 

※第２回は、Ａ～Ｈのうち１コースを選択します。Ｃ～Ｈは「府立学校長研修」との共通研修です。

新任教頭はＡ以外から１コースを選択することとします。Ｆ１とＦ２は、日程のみ異なり、内容は

同じです。 

※選択希望については、別途調査します。 

 

４■会場  第１回、第２回 Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｇ、Ｈコース 

大阪府教育センター（大阪市住吉区苅田４丁目 13番 23号 電話 06-6692-1882） 

 

 

 

 

 

第２回 Ａコース 所属校等 

 

第２回 Ｅコース 

大阪市立住まい情報センター（大阪市北区天神橋６丁目４番 20号） 

 

 

 

 

第２回 Ｆ１、Ｆ２コース 

       大阪府中央子ども家庭センター（寝屋川市八坂町 28番５号） 

 

 

 

 

 

京阪本線「寝屋川市」駅下車、北へ約 800ｍ 

Osaka Metro 御堂筋線「あびこ」駅下車、東北東へ約 700ｍ  

ＪＲ阪和線「我孫子町」駅下車、東へ約 1,400ｍ 

近鉄南大阪線「矢田」駅下車、西南西へ約 1,700ｍ 

Osaka Metro 谷町線・堺筋線「天神橋筋六丁目」駅下車、３号出口より直結 

阪急電鉄「天神橋筋六丁目」駅下車、３号出口より直結 

ＪＲ環状線「天満」駅下車、北へ約 700ｍ 
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５ その他  （１）受付は 30分前から。 

（２）来所時には、所属名・名前の入った名札を着用すること。 

（３）自家用自動車・バイク等は会場に駐車できません。 

（４）オンデマンド開催の場合、研修対応ポータルサイト内の各研修の個別ページに掲 

載する実施マニュアルを参照すること。 

 

６■担当室  学校経営研究室、教育相談室（Ｆ１、Ｆ２コースのみ） 
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令和５年度■府立学校教頭研修■シラバス 

 

 

１ 目的 

今日的な教育課題を解決するために、学校経営全般にわたる教頭としての専門的資質の向上を図る。 

 

２ 大阪府教員等育成指標の対象項目 
スクールリーダースタンダード 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

第４期（校長）       

第３期（教頭） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

第２期（首席・指導教諭）       

第１期（リーダー養成期）       

 

３ 研修の主題とねらい等 

回 主題 ねらい 内容 準備物・事前課題 

１ 

社会の動向を踏まえた大

阪府の教育について 

－大阪府の教育課題、重

点施策－ 

国や社会の動向を踏まえ、大

阪府の教育の現状と課題に

ついて認識を深め、教頭とし

て取り組む学校運営に生か

す。 

・国や社会の動向を踏ま

え、大阪府の教育の現

状と課題を認識し、理

解を深めるための講

義を行う。 

・今年度重点とする施策

を再確認し、教頭とし

て校長を補佐し、取り

組むべき課題と目標

の設定及び学校経営

計画の効果的な運営

につなげるための講

義を行う。 

 

危機管理等喫緊の課題に

ついて 

安全・安心な学校づくりに向

けて、学校の危機管理等喫緊

の課題への対応等について

理解を深める。 

危機発生時に管理職と

して必要な行動等につ

いて講義を行う。 

 

人権教育の推進 府が推進する人権教育の現

状と課題について認識を深

めるとともに、人権が尊重さ

れた学校づくりについて意

識を高める。 

大阪府における人権教

育の現状と課題につい

て講義を行う。 

 

インクルーシブ教育システ

ムの構築 

インクルーシブ教育システム

の構築に関する具体的な内容、

方法等について認識を深める。 

インクルーシブ教育シス

テムの構築に向けた、各学

校における合理的配慮と

基礎的環境整備について、

具体例な事例を基に講義

を行う。 
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研修受講履歴の記録と活

用について 

改正教特法に基づく研修受

講履歴の記録と活用につい

ての認識を深める。 

研修受講履歴の記録と

活用についての講義を

行う。 

 

２
（
選
択
） 

Ａ 

適切な学校事務と服

務管理 

学校事務や服務管理等につい

て理解を深める。 

学校に係る事務及び対外

的な事務を適切に処理す

ることができるよう、学校

事務や服務管理等につい

て講義を行う。 

 

教職員の服務規律 

ハラスメントの防止 

 

教職員の服務規律、ハラスメン

トの防止に関する講義を聞き、

教頭として必要な知識や対応

方法等について理解を深める。 

教職員の服務規律、ハラス

メントの防止に関する教

頭として必要な知識や対

応方法等について講義を

行う。 

 

学校財務 学校財務について理解を深め

る。 

学校運営費の管理・執行

等、学校における会計事務

について講義を行う。 

 

教職員のメンタルヘ

ルス 

「教職員のメンタルヘルス」に

ついて認識を深める。 

「教職員のメンタルヘル

ス」について認識を深める

ために、具体的な事例を基

に講義・演習を行う。 

 

Ｂ マネジメント・コミュ

ニケーション 

－教員の意欲を引

き出すコミュニケ

ーションスキル－ 

教頭に求められる人材育成

の役割について理解を深め

るとともに、組織の活性化に

向けた効果的なコミュニケ

ーションスキルを高める。 

自律型組織における教

員の主体的意識の向上

を図るコミュニケーシ

ョンスキルについての

講義・演習を行う。 

 

Ｃ カリキュラム・マネ

ジマネメント 

－授業改善をすす

めるために－ 

「カリキュラム・マネジメン

ト」について、理解を深める。 

学習指導要領の重要な

ポイントの一つである

「カリキュラム・マネジ

メント」の確立に向けた

講義・実践発表を行う。 

 

Ｄ 働き方改革を実現

する経営戦略 

－全体最適をめざし

て－ 

働き方改革を実現するため

の視点について認識を深め、

自校での取組みに生かす。 

組織全体にゆとりを創

りだしながら成果を上

げてゆくためのマネジ

メント理論に基づく講

義・演習を行う。 

 

Ｅ 学校における危機

管理 

－教育法規の観点

から－ 

いじめ対応、体罰事象等の具

体的な事例をもとに、教育法

規に基づき、学校の抱える諸

問題への対応について理解

を深める。 

学校の危機管理の観点

を踏まえ、いじめ対応、

体罰事象等の具体的な

事例やそれらに関連す

る教育法規について講

義・演習を行う。 
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Ｆ 児童相談所と教育

との連携 

－適切な支援のた

めに－ 

大阪府子ども家庭センター

の業務について認識を深め

るとともに、学校との連携の

在り方など適切な支援につ

いて理解を深める。 

・児童相談所の業務、虐

待相談対応の状況や

「措置」の仕組み等に

ついて講義を行う。 

・児童相談所との連携に

よる子どもへの適切

な支援について講義

を行う。 

 

Ｇ 様々な課題を抱え

る子どもの実態 

－ＳＳＷの取組み

から－ 

ＳＳＷの講義を通して、学校

と地域関係機関との連携、及

びネットワークの構築の重

要性、ケース会議の意義につ

いて認識を深める。 

地域福祉の専門職であ

るＳＳＷの講義により、

様々な背景にある子ど

もの状況を知り、子ども

たちの生活環境改善に

向けた学校と地域関係

機関との連携について

講義・演習を行う。 

 

Ｈ 新しい時代に求め

られる教員の資質・

能力の育成につい

て 

－日本に生きる多

様な子どもたちの

ために－ 

新しい時代の教育を担う教

員の育成は急務である。管理

職として、求められる資質・

能力について理解を深める

とともに、取組むべき課題を

認識し、自校の教員の育成に

生かす。 

OECD Education2030 プ

ロジェクトなどを踏ま

え、21世紀型の教育や教

員に求められる資質・能

力、ダイバーシティ教育

について認識を深める

ための講義・演習を行

う。 

 

 


